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デーλを௨͡て実世քをղऍするためのཧϞデルとΞルΰϦζϜをग़しよ͏

研究を始めるのに必要な知識・能力
　機械学習に関連するものとして、֬౷ܭ、線ܗ数、ඍ分に関する知識と、ߟ案したΞϧゴリζムを実するためのプロάラミンά、
πーϧ活用能力が望まれます。

研究室の指導方針
　ೖ学後のम̍࢜生のલでは、授業で基礎的な学力を身につけ、上ࡌههの必要な知識・能力をڧ化すると共に、実データにط
ଘの機械学習ख法をద用して技術を活用する能力を身につけます。その後、オリジφϧ性のある研究テーマを設ఆし、Ϟデϧߟ案 Ξɣ
ϧゴリζムの実ˠ実データによるূݕのサイクϧを܁りฦして、成Ռの成度を高めていきます。最終的には、ੈք的に目される
主要国ࡍ会議での論จ࠾を目ࢦします。

この研究で身につく能力
・ ۙ幅広く用いられるようになった機械学習やディープラーχンάをいこなす能力。
・ 多種多様なデータを分ੳし、自分自身およͼ第三者がそのデータのഎ後でىこったঢ়گをѲできるようにする能力。
・ ੈの中の事を౷ܭ的にଊ͑、ෆ֬ఆ性やランμム性がある中でも、将来のঢ়گを༧ଌしたり、దなࢪ策をߟ案し実ࢪする能力。
・ 機械学習やデータ分ੳख法を発展させ、新たな技術を開発したり、新ྖҬにద用する能力。

修了生の活躍の場
　情報通信産業、インターωットサーϏス産業、大学教職員、など

研究内容
　Πϯλʔωοτ্ʹ͋Δɺ͋Δ͍実ੈք͔ΒηϯαΛ௨ͯ͡ಘΒΕΔଟछଟ༷ͷσʔλ͔Βɺ༗ӹͳใΛ知ࣝͱͯ͠ந出͢Δػ
ցֶश͓ΑͼσʔλϚΠχϯάٕज़ʹؔ͢ΔڀݚૅجΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢
քݶզʑ͕ೖखͰ͖Δσʔλͷྔඇৗʹ大Ͱɺ·ͨϊΠζଟ͘ɺਓ͕ؒ一௨ΓΛ௨ͯ͠༰Λཧղ͠ղऍ͢Δɺͱ͍͏ࠓ　
ΛΔ͔ʹ͍͑ͯ· ɻ͢ै ͬͯ ɺͦ ͷΑ͏ͳ大ͳσʔλΛࣗಈతʹղੳɾղऍ͢Δํ๏͕ඞཁͱ͞Ε͍ͯ· ɻ͢۩ମతʹɺҎԼͷςʔ
ϚʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢

ɾજࡏτϐοΫந出ٕज़
ଟ༷ͳ大نσʔλʹ͢ࡏΔӅΕͨߏ（τϐοΫ）Λந出͢ΔͨΊͷख๏Ͱ͋Δτ
ϐοΫϞσϧͱͦͷ֦ுͷڀݚΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢τϐοΫϞσϧจॻ͕ੜ͞ΕΔա
ఔΛද֬ͨ͠ݱϞσϧͰ ɻ͢τϐοΫϞσϧΛ֦ு͠ɺՄࢹԽਪનγεςϜɺߪങ
ϩάղੳͳͲͷద༻ΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢·ͨσΟʔϓϥʔχϯάɺΧʔωϧ๏ΛΈࠐ
Ή͜ͱʹΑΓɺෳࡶͳσʔλ͔ΒӅΕͨߏΛந出͢Δ͜ͱʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢

ɾؒ࣌มԽ͢ΔؔσʔλͷղੳɾΫϥελϦϯάٕज़
ιʔγϟϧωοτϫʔΫ্ ͷ友ਓؔؒۀاͷऔҾؔͳͲɺؒ࣌ͱͱʹมԽ͢Δ

ʮؔʯͷใΛରͱ͠ ɺͯؔωοτϫʔΫʹજΉίϛϡχςΟΫϥελͷൃݟؔ
·͍ͯ͠ڀݚมԽΛ͢Δٕज़Λؒ࣌ͷ ɻ͢·ͨɺϊΠζ͕ଟؚ͘·ΕΔؔσʔ
λͰ͋ͬͯ ༗༻ͳΫϥελΛൃ͢ݟΔͨΊͷڀݚ行ͬͯ ͍· ɻ͢

ɾιʔγϟϧωοτϫʔΫ্ ͷใղੳ
χϡʔεӟɺධใιʔγϟϧωοτϫʔΫΛ介ͯ͠͠· ɻ͢͜ͷݱΛ֬ϞσϧͰද
Λ行ͬͯڀݚͷਪఆͷؔڹతͳӨࡏɺ将དྷͷτϨϯυ༧ଌજ͠ݱ ͍· ɻ͢

ɾۭؒ࣌σʔλղੳ
ηϯαٕज़ͷൃలͱͱʹɺؾɺަ௨ͳͲ༷ʑͳۭؒ࣌σʔλ͕༰қʹಘΒΕΔΑ͏ʹͳͬͯ ͖
͍ͯ· ɻ͢ඇෛ行ྻղɺσΟʔϓϥʔχϯάɺΨεաఔͳͲͷٕज़Λ׆༻͠ɺؒ࣌తۭؒత
ʹมԽ͢Δσʔλ͔Β将དྷΛ༧ଌͨ͠ΓɺՁ͋ΔใΛந出͢ΔͨΊͷڀݚΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢

ɾηϯαΛ༻͍ͨ実ੈքϚΠχϯά
加ηϯαɺ照ηϯαɺ(1SɺΧϝϥɺϚΠΫϩϗϯͳͲ༷ʑͳηϯγϯάσόΠεΛ༻͍ͯ実
ੈքͷঢ়گΛ؍ଌ͠ղऍ͠ ɺͯਓؒʹͱͬͯ ͔Γ͍ࣜ͢ܗͰఏࣔ͢ΔͳͲͷηϯαใॲཧʹ
ؔ͢ΔڀݚΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢

研究設備
（ࡌマϧチίΞC16、(1(16Ϙーυ）機サーόࢉܭ

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
治۩ాؠ˙ ����. トϐックϞデϧ（機械学習プロフェッショφϧシリーζ）.
˙:oshikawa :. Iwata T. and Sawada ). ����. Latent sVpport measVre 

maDhines Gor baH-oG-words data DlassipDation. In AdWanDes in NeVral 
InGormation 1roDessinH SZstems（pp. ����-����）.

˙Iwata T.ShahA. and (hahramani ;.����AVHVst. DisDoWerinH latent 
inGlVenDe in online soDial aDtiWities Wia shared DasDade poisson 
proDesses. In 1roDeedinHs oG the ��th AC. SI(,DD international 
DonGerenDe on ,nowledHe disDoWerZ and data mininH (pp. ���-���). 
AC..

˙Sawada). ,ameoka). ArakiS. and 6edaN. ����. .VltiDhannel 
extensions oG non-neHatiWe matrix GaDtori[ation with Domplex-WalVed 
data. IEEE TransaDtions on AVdio SpeeDh and LanHVaHe 1roDessinH 
��ᾋ pp.���-���.

　˞બできる教ҭプロάラムについては、ೖ学後、୲当教員に֬ೝしてください。




